






Contemporary problems of research on parent development
—For the ﬁeld of developmental psychology—
 Ryo Momose
 Studies on parent development conducted in Japan over the past 20 years were reviewed from 
two perspectives: the structure of the parent development concept, and the course of development. 
The results showed that the following were necessary: elaborating the parent development concept; 
studying parent development at the concrete action level; studying parent development by relating 
it to child development; studying the relationship between parent development and cultural factors 









から現在に至るまで、「育児は育自」というタイトルの書籍が多数出版され（森, 1984 ; 小




































（戸田, 1996）として捉えられていた（大日向, 1991 ; 柏木・若松, 1994 ; 小坂, 2004 ; 戸田, 
2009）ことが挙げられる。
 1 Palkovitz（1996）によれば、米国において、親であること（Parenthood）による成人発達（adult 
development）研究は、1970 年代から検討されており、認知発達 , 人格発達（Newman & Newman, 
1988 ; Cowan, 1988 ; Palkovitz, 1994)、感情発達（Gutmann, 1975 ; Cowan, 1988）、の他、人生観


















けに、育児不安、育児ストレスを検討する研究（牧野, 1982 ; 1983 ; 佐藤・菅原・戸田・
島・北村, 1994）が急増した。これら母性意識、育児不安、育児ストレスに関する研究の
ほか、精神医学、母性衛生、小児保健などの領域で行われている妊産婦の情動不安や精神










究という研究領域が確立されているものの（永久・柏木, 2000 ; 瓜生, 2005 ; 山川・柏木, 









た（戸田 , 1996）。例えば、戸田（1996）は、時間に伴う生活構造の変化（Levinson, 1978）、












































し検討した結果 50 項目の選択肢を設定した。その 50 項目について 3 ～ 5 歳の幼児を持つ
父母 346 組を調査対象とし親になる前と比べての変化を回想的に考えてもらい 4 段階評定
を求めた。この研究では、「柔軟さ」「自己抑制」「運命・信仰・伝統の受容」「視野の広が
り」「生き甲斐・存在感」「自己の強さ」の 6 因子が明らかにされた。この尺度をもとに負





わせる父親 92 名を調査対象とした自由記述による質問紙調査と、この 92 名中の 23 名に
行った半構造化面接で採集した「父親になってから変化したと感じる点」についてのエピ















されている。親としての発達観は、親役割への肯定的な意識（岡本, 2001 ; 森下, 2006 ; 高
橋・高橋, 2009）、夫婦の調和（岡本, 2001 ; 森下, 2006; 高橋・高橋, 2009）や父親の育児参






































子妊娠中の両親学級に来ている夫婦 211 組のうち、親になって 2 年後、3 年後にも調査用














　徳田（2002）の親になることによる獲得と喪失では、第一子が 0 ～ 3 歳の子育てに専念
する母親 38 名を対象に、育児経験による獲得と喪失の具体的な内容とそれに対する個人
の評価を面接調査によって捉え、質的コード化（Coffy &  Atkinson, 1996）を用いて検討し
ている。その結果、子育てによる獲得の側面として（子どもとの相互作用による）ポジ
ティブな情緒的経験、新たな関係の生成と広がり、人格的成長、母親としての自己が、育















































に、この時期にある母子一組を月齢 15 ～ 27 カ月の約 1 年間追跡調査を行った。月 3 回の
頻度で 1 回に約 60 分間、日常生活の様子を VTR で記録し、その中から抽出した、子ども
が母親に非難・叱責を受けたエピソード 74 個の中で見られた、①非難・叱責の対象と
なった子どもの行為、②母親の非難・叱責、③子どもの謝罪・修復行動について、15 ～








































































































の 2 側面にあてはめて概観すると、氏家（1996）、氏家・高濱（1994）、坂上（2003a）、 高



























































　坂上（2003a）が検討した “ 歩行開始期の子どもの反抗や自己主張への対応 ” は、2-4 で








ティティとの葛藤から統合までを追う研究 ( 前川ら ,1996) など、成人期のアイデンティティの変































　先行研究では対象者の就労状況（柏木・若松, 1994 ; 岡本, 2001）、夫婦関係（岡本, 2001 ;
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